
SPACE (Ver.3.56) 初心者用マニュアル 

せん断型モデルの動的解析 
■はじめに 

SPACE に慣れるため、せん断型モデルの動的解析を行う。公式マニュアルの初心者ユーザ

ーズマニュアル内の「Lumped_mass」を基に作成している。 

 

■全体の流れ 

SPACE の流れを簡単に説明しておく 

１．コントロールファイルを作成する 

２．入出力や、各種パラメータを設定する 

３．モデルを作成する 

４．解析をする 

５．プレゼンターで結果を見る 

 

■準備 

・練習用の地震波をダウンロードする 

URL：http://wwwra.meijo-u.ac.jp/labs/ra007/space/Dw_sample.htm 

「Training_Data 用サンプル地震波」をダウンロードし、解凍する。 

フォルダ内に SampleWave が 1～3 まであるので、デスクトップに置いておく。 

 

・コントロールファイルを保存するためのフォルダを作成しておく。場所と名前は任意。 

 （ここでは「せん断型モデル」という名前でフォルダを作成した） 

 

■コントロールファイル作成 

・SPACE を起動し、「せん断型ﾓﾃﾞﾙのｺﾝﾄﾛｰﾙﾌｧｲﾙを新規作成」ボタンをクリックする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・用意しておいたフォルダを指定し、「Lumped_mass_model.ctl」という名前で保存する 

・そのファイルを編集することを確認するメッセージが出るので「OK」を押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ファイル名はなんでもよいが、拡張子は ctl としなければならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■I/O データの設定 

・「せん断型ﾓﾃﾞﾙの I/O ﾃﾞｰﾀ設定」ボタンを押す 

「Sorry! The file is Unreadable state.」というメッセージが出たら「OK」を押す 

 

 

 

 

 

・タイトルを入力する 

・図と同じようにチェックを入れる 

・「 ＞＞ 」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・図と同じようにチェックを入れる（「すべてにチェック」を使うと早い） 

・X 方向入力地震波にチェックを入れる 

・「X 方向入力地震波」をクリック 

→初めに用意しておいた地震波（SampleWave）を選択する 

→SampleWave は 1～3 まであるが、どれを選択してもよい 

・「 ＞＞ 」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・解析時間に 30 を入力 

・解析増分時間ΔT に 0.002 を入力 

・3 次元解析を選択 

・X 方向の入力地震波にチェックを入れ、255 を入力 

 （読み込み可能にもチェックが入っていることを確認する） 

・平均加速度法にチェックを入れる 

・そのほかの部分はデフォルトのまま 

・「 ＞＞ 」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・剛性比例型減衰を選択 

・モード番号：1 

・第 1 段階：0 

・第 2 段階：0.03 

・「 ＞＞ 」をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・固有値解析で求めるモード数：4 

・固有値解析法のﾊﾟﾗﾒｰﾀはデフォルトのまま 

・一般固有値問題解析手法選択は、ヤコビ法を選択 

 ＊せん断型モデルの時にはヤコビ法で、それ以外はサブスペース法にする 

・「 ＞＞ 」クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・計算結果ﾌｧｲﾙ出力間隔：1 

・画面描画出力間隔：10 

・動的解析における崩壊とみなす最大変位：500 

・「OK」クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・I/O データから、「ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｺﾝﾄﾛｰﾙﾌｧｲﾙ」を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「すべてにチェック」を押す 

・「OK」クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・I/O データから、「3D ｱﾆﾒｰｼｮﾝ用ﾃﾞｰﾀ」を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ファイルの作成確認のメッセージが出るので「OK」クリック 

 

 

 

 

 

 

 

・図と同じように設定し、「OK」クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・I/O データから、「動的解析結果出力ﾌｧｲﾙ」を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「すべてにチェック」して、「OK」クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■モデル作成 

・「せん断型モデルの新規作成ボタン」を押す 

 

 

 

 

 

・次のようなメッセージが出るが、「OK」クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・モデラーが起動するので、「せん断型」ボタンを押す 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・階数：4 

・フレーム数：1 

・解析方向：X 方向を選択 

・「OK」クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・階高(cm)：410、390、380、360 

・「OK」クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※FL 付加のチェックを外すと、階の数字のみになる 

※標準階高に数値を入力し「ｾｯﾄ」をクリックすると、すべての階に同じ数値が入力される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・次の値を入力する 

  重量 初期剛性 
第 2 接線

勾配 

第 3接線勾

配 

第 1 降伏点 第 2 降伏点 

せん断力 せん断力 

4F 500 390 85 0.3869 60 150 

3F 500 450 90 0.4467 110 300 

2F 480 500 95 0.4934 160 400 

1F 55 800 145 0.7886 200 555 

 

・階高は先ほど入力した値が反映されるのでそのままでよい 

・αはデフォルトのままとする 

・「OK」クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・モデルが表示される 

・「保存」ボタンを押す 

→インフォメーション書き込み完了「OK」 

→形状データ書き込み完了「OK」 

→質量データ書き込み完了「OK」 

・[ファイル]－[閉じる]、もしくは右上の「×」でモデラーを閉じる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■動的解析 

・動的解析をする場合、まずは固有値解析を行う 

・ソルバーから、「固有値解析」を選択 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・入出力ファイルの許可画面が出るので、「OK」クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・動的解析用ソルバーが起動する 

・New Window の画面上で右クリック→「解析画面」を選択するとモデルが表示される 

 （表示させる必要がなければ、しなくてもよい） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「動的解析の開始」ボタンを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・「動的解析の開始」ボタンを押す 

 →固有値解析開始「OK」 

 →固有値解析は正常終了しました「OK」 

・「×」を押してソルバーを閉じる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・ソルバーから、「弾塑性解析」を選択 

・入出力ファイルの許可→「OK」クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・動的解析用ソルバーが起動する 

・固有値解析と同様、「動的解析の開始」ボタンを押せばすぐに解析できるが、解析の様子

がわかるように、モデルと地震波を表示する。 

・NewWindow の画面上で右クリック→「解析画面」 

・「新規ウィンドウの作成」ボタンを押し、NewWindow をもう一つ出す 

・右クリック→地震波と変位→X 方向入力地震波 

 

 

※図では、画面の大きさは調節してある 

 

 

 

 

 



・「動的解析の開始」ボタンを押す 

 →予備計算を実施します「OK」 

 →予備計算が終了しました。続いて…「OK」 

 →動的解析は正常終了しました「OK」 

・ソルバーを閉じる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■プレゼンター 

・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾀｰから「動的解析」を選択 

 

 

 

 

 

・プレゼンターが起動する 

・動的解析ソルバーと同じ要領で解析モデルや地震波を表示する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「アニメーションの開始」ボタンを押してみる 

 →おそらくほとんど動かない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・アニメーションの停止（開始の隣の四角いボタン）で一度止める 

・「変位・応力などの表示大きさを変更」ボタンを押す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・変位を 100 にして「OK」クリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・「アニメーションの再開」ボタンを押す 

 →変位が大きくなったのが確認できたと思う 

 

 

 

・他にも右クリック→「プロパティ」でいろいろと設定の変更を試してみることをおすす

めする。また、新たに NewWindow を追加し、右クリックでどのようなものがあるのか表

示してみるとよい 

 

 

 

 


